10.プレス事業場におけるリスクアセスメント入門マニュアル（中小規模事業場への導入を目指して）


リスクアセスメント実施一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　
	対象職場　＊1
（プレス工程等を記入）
	1～3の実施担当者と実施日
	4～6の実施担当者と実施日
	7～8の実施担当者と実施日
	
	
	社長
	安全衛生

委員長
	製造部長
	課長
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	1.作業名

（機械/設備）
	2.危険性又は有害性と発生のおそれのある災害（災害に至る過程として「～なので、～して」＋「～になる」と記述します）
	3.既存の災害防止対策
	4.リスクの評価*2
	5.リスク低減措置案
	6.措置案想定
リスク＊2
	7.対応措置
	8.備考
（残留リスクについて）

	
	
	
	重篤度
	可能性
	頻　度
	リスク
	
	重篤度
	可能性
	頻　度
	リスク
	対策
実施日
	次年度検討事項
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



リスクアセスメント実施一覧表（実施記載例）　　　　　　　　　　　　　　　　　
	対象職場　＊1

（プレス工程等を記入）
	1～3の実施担当者と実施日
	4～6の実施担当者と実施日
	7～8の実施担当者と実施日
	
	
	社長
	安全衛生

委員長
	製造部長
	課長
	

	第一製造（プレス工程）
	○○○○
	H19年○月1日
	△△△△
	H19年△月1日
	◇◇◇◇
	H19年◇月1日
	
	
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)
	


	1.作業名

（機械/設備）
	2.危険性又は有害性と発生のおそれのある災害（災害に至る過程として「～なので、～して」＋「～になる」と記述します）
	3.既存の災害防止対策
	4.リスクの評価*2
	5.リスク低減措置案
	6.措置案想定
リスク＊2
	7.対応措置
	8.備考
（残留リスクについて）

	
	
	
	重篤度
	可能性
	頻　度
	リスク
	
	重篤度
	可能性
	頻　度
	リスク
	対策
実施日
	次年度検討事項
	

	プレス作業

（プレス1号機）
	①-1両手押しボタンと光線式安全装置を設置しているが、補助作業者が不良品を取り除こうとして、側面又は後面から手を入れたとき、手を金型に挟まれる。
	両手押しボタンと光線式安全装置
	10
	2
	2
	Ⅳ

(14)
	プレス側面（両側）と後面にカバーを設置する。
	1
	1
	1
	Ⅰ

（3）
	H18

O/25
	総合的な対応措置として、金型の改善によりノーハンドインダイを検討する。
	優先度は大。側面又は後面から手が入る危険性に対するリスクについてのみ検討したもの。（安全装置についてはD>1.6(Tℓ+Ts)の条件が必要であるが別項で取り上げる。）

	同上
	①-2両手押しボタンを操作しているが、不良品を取り除こうとしたとき、光線式安全装置が故障で機能せず、手を金型に挟まれる。
	両手押しボタンと光線式安全装置
	10
	6
	2
	Ⅳ

(18)
	作業開始前に光線式安全装置が適正に機能するか作業主任者に確認させる。
	10
	2
	1
	Ⅳ

(13)
	H18

O/1
	光線式安全装置の故障時には、プレス機は作動しないように改善する。
	優先度は大。光線式安全装置の故障による危険性に対するリスクについて検討したもの。安全装置は
D>1.6（Tℓ+Ts)の条件を満たしているが、故障時のリスクは大きく残り、本質的にシステムを改善することを検討する。

	同上
	②プレス作業者は保護帽（ヘルメット）をかぶっていないため、スライドの全面に接触し頭部に激突する。
	プレス作業者は保護帽着用を義務付けている。
	10
	2
	4
	Ⅳ

(16)
	保護帽を着用する等作業時の正しい服装を徹底し、監督者に管理させる。
	10
	1
	2
	Ⅳ

(13)
	H18

X/1
	毎日、作業前及び作業中に監督者に巡視させる。
	優先度は大。ノーハンドインダイを推進することによりレベルⅠに近づける。

	同上
	③プレス作業者の足元にスクラップが散乱しており、つまずいて転倒する。
	作業の周辺は整理整頓させている。
	3
	2
	4
	Ⅲ

（9）
	整理整頓を徹底し、監督者に管理させる。
	3
	2
	2
	Ⅱ

(7)
	H18

X/1
	同上
	優先度は中。スクラップが飛散しないように金型を改造し残存リスクを減少させる。

	同上
	④プレス機能の横にスクラップと工具が散乱しており、荷物を運んでいる作業者がつまずいて、運んでいるプレス加工品が飛散して他の作業者に激突する。
	作業の周辺は整理整頓させている。
	3
	4
	2
	Ⅲ

（9）
	整理整頓を徹底すると共に工具の保管場所を決めて監督者に管理させる。
	3
	2
	1
	Ⅱ

(6)
	H18

X/1
	工具は目で見てわかるような管理方法に改善する。
	優先度は中。整理整頓は安全対策の基本と位置づけ全社的に5S運動を展開する。

	同上
	⑤プレス作業者の後ろの作業者が肩に荷物を担いで運んでいるため、不安定になり転倒して負傷する。
	運搬については具体的な対策はない
	3
	2
	4
	Ⅲ

（9）
	①重量制限する。（平坦通路および階段等）
	3
	1
	2
	Ⅱ

(6)
	H18

Y/1
	
	優先度は中。荷の持ち上げ作業者は作業手順書を作成し監督者は作業者に遵守させる

	
	
	
	
	
	
	
	②重量物の運搬は単独作業を運搬車利用する。
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	（注）作業方法を変更したことにより新たなリスクがないか検討する。（⑥へ）
	
	

	
	⑥プレス作業者の直ぐ後ろを運搬車が通るので、作業者に激突し負傷する。

（⑤のリスク低減対策案の検討の中で新たに発生するリスク）
	具体的な対策はない
	3
	2
	4
	Ⅲ

（9）
	運搬車（台車）と人の通路を定め、作業者との接触を避ける。
	3
	1
	1
	Ⅰ

（5）
	H18

Z/30
	
	優先度は中。運搬車利用の作業手順書を作成し監督者は作業者に遵守させる。


リスクの見積もり方法
1) 重篤度（被災の程度）の区分と評価の点数

	重　大　性
	点数
	災　害　の　程　度　・内　容　の　目　安

	致　命　傷
	10
	死亡、失明、手足の切断等の重篤災害

	重　　　傷
	6
	骨折等長期療養が必要な休業災害及び障害が残るけが

	軽　　　傷
	3
	上記以外の休業災害（医師による措置が必要なけが）

	軽　　　微
	1
	表面的な障害、軽い切り傷及び打撲傷（赤チン災害）


重篤度（被災の程度）は低く見積もりがちです。災害防止の立場から重篤度は最悪の場合を想定した評価が必要です。重篤度を高く評価する意見が出た場合は、十分検討し適正な評価を行います。

2)　発生の可能性の区分と評価の点数

	可　能　性
	点数
	内　容　の　目　安

	確実である
	6
	かなりの注意力を高めていても災害になる。

	可能性が高い
	4
	通常の注意力では災害につながる。

	可能性がある
	2
	うっかりしていると災害になる。

	ほとんどない
	1
	通常の状態では災害にならない。


3) 危険性又は有害性に近づく頻度の区分と評価の点数

	頻　　度
	点数
	内　容　の　目　安

	頻　　度
	4
	毎日、頻繁に立ち入ったり接近したりする。

	時　　々
	2
	故障、修理、調整等で時々立ち入る。

	ほとんどない
	1
	立入り、接近することはめったにない。


危険性又は有害性ｎ近づく頻度は、作業の頻度とは異なります。プレス作業で材料を金型に挿入し取り出す場合、①毎回、作業者が手で挿入し取りだしている、②治具を使って挿入し取り出している、

③取り出すときは自動的に回収箱へ落下するように改善されているような場合は、危険性又は有害性に近づく頻度は徐々に減っていると考えられます。
4) 対策の優先度の設定　（リスクの評価）
　　　評価点数（リスクポイント）＝重大性　＋　可能性　＋　頻度


（例）重篤度：「重傷」

　　　可能性：「可能性がある」　　　　評価点数(リスクポイント)=6(重傷)+2(可能性がある)+2(時々)=10
　　　頻　度：「時々」　                            リスクポイントは10点でリスクレベルはⅢ
リスクの評価表　（例）　〔リスクが高いほど優先度が大〕

	リスク
	評価点数
（リスクポイント）
	評　価　内　容
	取　扱　基　準

	Ⅳ
	12~20
	直ちに解決すべき問題がある
（受け入れ不可能なリスク）
	直ちに中止または改善する

	Ⅲ
	9~11
	重大な問題がある
（低減対策を要するリスク）
	優先的に改善する

	Ⅱ
	6~8
	多少問題がある
（低減対策を要するリスク）
	計画的に改善する

	Ⅰ
	5以下
	必要に応じリスク低減を実施する
（ただちに低減対策を要市内リスク）
	残っているリスクに応じて教育や人材配置をする

























































































· 1：この一覧表は、職場の工程ごとに作成します。各工程の全ての作業（作業手順）を取り上げ危険性又は有害性の洗い出しから進めます。

· 2：重篤度、可能性、および頻度は、それぞれ評価基準の例の発生のおそれのある負傷又は疾病の重篤度、発生の可能性、および危険性又は有害性に近づく頻度をいいます。レベル欄では評価点数（リスクポイント）を（　）内に記入します。

